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平成３０年度に発生した災害に係る企業への影響調査結果 

 

１ 調査対象  府内企業  回答：５５社 

 

２ 調査方法  企業を対象としたＢＣＰ策定支援ワークショップ、防災関係の講演会などの参加

者に配付 

 

３ 調査期間  平成３０年１１月５日～１２月１４日 

 
 

【結果概要】 

○ 大阪府北部地震、７月豪雨、台風第２１号等により、一部企業で、交通不通や職員出勤不能

による事業停止、生産量減、売上減、物流（入出荷）の停止・遅延等の影響が見られた。 

【問１関係】 

○ 企業による鉄道の計画運休については概ね肯定的に捉えられている。【問２関係】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１．大阪府北部地震等の発生によって貴社業務に影響がありましたか。 

「１．はい」と回答の方は、どの災害により影響がありましたか。 

（あてはまるもの全てに○） 

その他： 

・台風第１２、２０号 

・秋雨前線による大雨 

【参考資料３】 

％ 
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○影響 

・職員の出勤、帰宅不能 

・勤務時間の短縮 

・職員の出勤不能等による生産量減、売上減 

・停電や交通不通による事業停止 

・物流（入出荷）の停止、遅延 

・建物や設備等の損壊、水害による店舗の閉鎖（２週間で復旧） 

・備蓄(飲料水等)が不足 

 

○対応 

・従業員の早期帰宅 

・出張の延期、サービスの縮小等事業の変更 

・企業設備の修理 

・災害対策本部、支部の設置 

・ボランティアセンターへの職員派遣 

 

 

 

 

 

 

○ よい判断である等といった肯定的な意見が約 67％あった。 

○ 計画運休を否定する意見はなかったが、最小限にすべき、余裕をもって発表すべきなどの条

件付きの意見が約 15％あった。 

・安全第一だが間引きでも運転してほしい。 

・最小限にするように実施すべき。 

・あまりに早い運休は困る。精度を上げてほしい。 

・事前に余裕をもって運休発表してほしい。 

○ その他 

・運転再開前に線路整備や点検を徹底してほしい。 

・情報発信を広くしてほしい。 

その災害によりどのような影響がありましたか。また、その際どのような対応をされま

したか。(自由記述) 

問２．鉄道事業者は、台風第２１号及び第２４号の接近に伴って、計画運休を行い、台風の通

過後に運転を再開させました。 

計画運休についてどのように考えておられますか。（自由記述） 


